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第４回長崎県老人福祉施設協議会｢介護の日｣フォトコンテスト最優秀賞 タイトル「最後の誕生日」 
妻の手を握る夫と夫を見つめる妻の表情は、言葉がなくても伝わるものがある。夫 98歳最後の誕生日。「夫婦の絆」永遠に…。 
（受賞施設︓特別養護老人ホームこえばる 撮影者︓永尾千弥さん  フォトコンテスト関連記事は P7 をご覧ください） 

商店街に Social Good Street 出現︕
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民
生
委
員
の
役
割

民
生
委
員
は
、
民
生
委
員
法
に
基

づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
に
委
嘱
さ
れ

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
、
地
域
住

民
か
ら
社
会
福
祉
に
か
か
わ
る
相
談

を
受
け
、
地
域
住
民
の
立
場
に
立
っ

て
支
援
を
行
う
、
暮
ら
し
を
応
援
す

る
相
談
員
で
す
。

民
生
委
員
は
、
児
童
福
祉
法
に
よ

り
児
童
委
員
を
兼
任
す
る
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
子
ど
も

の
課
題
は
家
庭
の
状
況
を
総
合
的
に

把
握
す
る
必
要
が
あ
る
か
ら
で
す
。

ま
た
、
児
童
委
員
活
動
を
専
門
的

に
担
う
民
生
委
員
と
し
て
「
主
任
児

童
委
員
」
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
で
約
23
万
人
の
民
生
委
員
・

児
童
委
員
が
活
動
し
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
の
歴
史

大
正
6
年
岡
山
県
で
、
防
貧
活
動

を
使
命
と
し
て
、
自
立
能
力
を
潜
在

さ
せ
て
い
る
人
び
と
が
そ
の
力
を
発

揮
で
き
る
機
会
を
提
供
し
、
自
立
を

支
援
す
る
こ
と
を
目
的
に
済
世
顧
問

制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
翌
年
に
は
、
大
阪
府
で
方
面

委
員
制
度
が
誕
生
し
、
広
く
全
国
に

普
及
し
て
い
き
ま
す
。「
方
面
」
と
は

「
地
域
」
を
表
し
、
各
委
員
は
①
そ

れ
ぞ
れ
一
定
の
区
域
を
担
当
、
②
区

域
の
訪
問
調
査
に
よ
り
世
帯
状
況
を

常
に
把
握
す
る
、
③
生
活
困
窮
等
で

支
援
が
必
要
な
人
は
迅
速
に
救
済
機

関
に
つ
な
げ
る
、
と
い
っ
た
役
割
を

担
い
ま
し
た
。
特
に
②
で
把
握
し
た

情
報
を
「
カ
ー
ド
」
と
し
て
書
面
化

す
る
な
ど
、
今
日
の
民
生
委
員
に
通

じ
る
活
動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
方
面
委
員
制
度
は
昭
和

3
年
に
全
国
に
普
及
し
ま
す
が
、
長

崎
県
で
は
、
岡
山
県
、
東
京
府
（
当

時
）、
大
阪
府
に
次
ぐ
4
番
目
に
誕

生
し
ま
し
た
。
大
正
8
年
3
月
に
、

南
松
浦
郡
奈
留
島
村
（
現
在
の
五
島

市
奈
留
町
）
で
8
名
の
方
面
委
員
が

委
嘱
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
と
し
て
、

翌
年
2
月
に
は
長
崎
市
に
お
い
て
方

面
委
員
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。

昭
和
11
年
11
月
、
方
面
委
員
令
が

公
布
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
法
的
な
基

盤
が
整
え
ら
れ
、
昭
和
21
年
9
月
に

民
生
委
員
令
制
定
、
昭
和
23
年
7
月

に
民
生
委
員
法
が
公
布
さ
れ
ま
す
。

昭
和
20
年
代
末
以
降
に
は
、
生
活

保
護
受
給
世
帯
の
自
立
を
行
政
と
協

力
し
な
が
ら
助
長
す
る
「
世
帯
更
生

運
動
」、
行
政
と
は
異
な
る
気
の
置
け

な
い
相
談
窓
口
と
な
る
「
心
配
ご
と

相
談
事
業
」
な
ど
、
現
在
に
続
く
活

動
が
始
ま
り
ま
し
た
。

制
度
創
設
50
周
年
と
な
る
昭
和
42

年
に
定
め
ら
れ
た
「
活
動
強
化
要
綱
」

を
も
と
に
、
全
国
モ
ニ
タ
ー
調
査
と

し
て
翌
年
に
実
施
さ
れ
た
「
居
宅
ね

た
き
り
老
人
の
実
態
調
査
」（
調
査
名

当
時
）
は
、
在
宅
の
寝
た
き
り
高
齢

者
の
実
情
を
明
ら
か
に
し
た
わ
が
国

初
の
調
査
で
し
た
（
P3
参

照
）
。

平
成
12
年
、
社
会
福
祉

基
礎
構
造
改
革
が
実
現
、

介
護
保
険
制
度
が
施
行
さ

れ
福
祉
サ
ー
ビ
ス
が
大
き

く
見
直
さ
れ
る
な
か
、
民

生
委
員
法
も
改
正
さ
れ
、

地
域
福
祉
の
担
い
手
と
し

て
の
活
動
が
明
示
さ
れ
ま

し
た
。

100 年間、このまちとともに。民生委員制度創設 100周年
さ い せ い こ も ん せ い ど

民生委員制度の源とされる済世顧問制度創 設 から、今 年 で 100 年 。

 その間 、社 会 情 勢 の変 化 に応 じながら、住 民 のしあわせのための活 動 を続

けています。 

今 回 は、その歴 史と、長 崎 県 内 の取 り組 みを紹 介 します。 

■民生委員の７つのはたらき■

１．社会調査  

２．相談  

３．情報提供  

４．連絡通報  

５．調整  

６．生活支援  

７．意見具申  

■民生委員の３つの基本姿勢■

・社会奉仕の精神

・基本的人権の尊重

民生委員・児童委員には、民生

委員法第 15 条に定められた守

秘義務があり、活動にあたって、

相談内容や個人の秘密を守り、

個人の人格を尊重します。

・政治的中立

特　集
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昭和 43年 

昭和 44年 

昭和 47年 
→この結果をふまえ、「丈夫な子どもを育て

る母親運動」の重点課題を決定

昭和 48年 

居宅ねたきり老人実態調査 

（選択方式による調査） 

①事故家庭遺児の実態調査 

②父子家庭の実態調査 

③心身障害児の実態調査 

④独居老人の実態調査 

妊産婦の保健と生活実態調査 

孤独死老人の追跡調査 
→この結果をふまえ「、孤独死老人ゼロ運動」

を展開

昭和 52年 在宅ねたきり老人介護者の実態調査 
※昭和 54 年、国の施策として「老人短期保

護事業」創設

昭和 61年 

平成 8年 

平成 28年 

在宅痴呆性老人の介護者実態調査 

子ども・子育てに関する調査 
①子ども子育て支援活動の実態調査 

②子育てに関する意識調査 

③子どもの声に関する調査 

社会的孤立を背景とする課題に関する 

調査 

※モニター調査：民生委員・児童委員が「地域社会を注視する」モニターとなって、

見えづらい地域課題や住民課題を明らかにすることをめざすもの 

民生委員が実施した社会調査（モニター調査）と全国運動等（主なもの）※名称は当時 

　長崎県民生委員児童委員協議会（会長：松藤

嘉嗣氏）は、100周年の大きな節目に、これまで

の歴史を振り返るとともに、民生委員・児童委員

が誇りとやりがいを感じることで、これからの活動

をさらに発展・充実させ思いを新たにするための

記念大会を10月31日に開催し、会場の長崎ブリッ

クホールに、県内約2,500名の民生委員が集まり

ました。

　ロビーには、県内21市町民児協の活動をわかり

やすく表現したポスターが掲示され、参加者は各

民児協の取り組みに熱心に見入っていました。

　通常の全国・九州・県民児協会長表彰のほか

100周年記念厚生労働大臣特別表彰伝達も行わ

れ、2地区455名が受賞されました。

　続く記念講演は、「みなさんにお願いしたいこと

～民生委員・児童委員としてのこれから～」と題

して、全国民生委員児童委員連合会顧問（元会長）

天野隆玄氏より、民生委員になったきっかけやそ

の魅力とやりがい、なぜ44年もの間続けることが

できたのか、ご自身の話に加え民生委員がこれか

らどのような心構えで活動していくかを考えること

の必要性を語られました。

　活動報告では、長崎市東長崎地区民児協、佐

世保市宇久地区民児協、壱岐市郷ノ浦町民児協

から、それぞれの地域特性に応じた部会活動や定

例会、研修などを通じた学びと実践、それらをふ

まえてのこれからの展望等が発表されました。

　最後に、「誰もが笑顔で、安全に、安心して暮

らせる社会づくり」の実現に向けての決意が大会

宣言として提案さ

れると、満 場の

拍手で採択され、

長崎県の民生委

員・児 童委員の

新たな歴史の一

歩が踏み出されま

した。

「支えあう 住みよい社会 地域から」 長崎  県民生委員児童委員活動研究大会 開催

特　集
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　橘・戸石地区民児協のエリア内でも特に高齢化

が進み、さらに斜面地が多い川内（かわち）地区

は「高齢者が多いうえに、山に囲まれ斜面地が多

く、危険指定地域だらけ」（同民児協中里会長）。

避難所となる東公園コミュニティ体育館まで１時間

かかることもあり、住民から不安の声があがってい

ました。

　そこで、自治会と民生委員を中心に「自分たち

の地域は自分たちで守ろう！」と、婦人部、老人会、

消防とともに、地域包括支援センターや行政の協

力を得ながら、自主防災組織「川内町支援サポー

ター」を結成しました。

　「忘年会のときに『みんなでやろう！』となってね」

と語る同地区民生委員の田島さん。支え合いマッ

プづくりからスタートし、個別支援計画をつくるた

めに要援護者全世帯を戸別訪問して取組の趣旨を

丁寧に説明することで地域の理解が得られ、要支

援者、サポーターそれぞれの絆が深まってきたと

いいます。つくったマップは自治会総会時に更新し

ていくことで日頃から対象者を気がける意識がうま

れ、見守りの輪が増えているとのこと。

　各団体の横のつながりがほとんどなかった地区

が、サポーターとして役割分担をすることで、地

域力を生かした活動ができるようになり、防災避

難訓練を始めて3年目になります。

　「これからは、それぞれの団体の得意分野を生

かした訓練や、避難したあとにどんなことが必要

になるかをみんなで考えることをしていきたい」と

田島さん。「民生委員は、『ふれあい・ゆうあい・

ささえあい』の三つの『あい』が大切。その心を持っ

て活動して、過疎化が進む中でも地域を愛する人

たちがつながりながら、住み続けたいと思う町を

目指したい」と語る中里会長と熱いタッグが組まれ

ています。

　島原市民児連では、民生委員1名と子ども（小学

校高学年）2名が一組となって、担当民生委員が

支援をしているお宅を訪問する「子ども民生委員」

事業を市内全地区民児協（7地区）で実施中です。

　「前会長が他県視察研修でこの取り組みを知り、

100周年記念事業として実施することになりまし

た」と島原市民児連前田会長。小学校との連携

が大切なため、「まずは市内小中学校の全校長が

集まる会に押しかけて、活動の趣旨を説明し、実

施に当たっての安全管理や子どもの募集などにつ

いて意見をうかがった。すべての学校が情報共有

している状況をつくり、その後各地区の学校と民

生委員で話し合うことにしたのでスムーズに実行に

移すことができた」とのこと。

　前田会長の森岳地区民児協では、保護者の理

解を得るために趣意書を示し、小学5・6年生か

ら参加者を募りました。当日は、民生委員が普段

どのような活動を行っているかを子どもたちに話し

てから一緒に訪問しました。後日子どもたちからは

「来年も参加したい」「助け合いの心を大切にした

い」という声がきかれたといいます。

　同民児連伊藤副会長の安中地区民児協は、毎

年地区の小学6年生と民生委員でグラウンドゴルフ

大会を開催しています。6回目となる今年は、大

会のあとに子ども民生委員の訪問活動を行いまし

た。「訪問先に事前に伝えていたこともあり、子ど

もたちへのおみやげを用意してくれた方も。日頃高

齢者と接する機会が少ない子どもも多く、最初照

れていたが『ありがとう』の言葉に笑顔になって

いた」（伊藤副会長）

　7地区民児協がそれぞれの状況に応じて無理は

せずに取り組むとしてスタートしたこの活動は、同

じ地区に住む子ども・高齢者・民生委員の三者の

笑顔につながったことから、来年度以降も地区の

状況に応じて取り組みを検討されるとのことです。

県内の取組：長崎市橘・戸石地区民児協

自分たちの地域は自分たちで守ろう︕
自主防災組織「川内町支援サポーター」結成

県内の取組：島原市民児連

次世代を担う子どもたちが「子ども民生委員」に

特　集
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ゴミステーションでリサイクル推進員と

して活動

みのり会の魂である「人々への愛」の精神をしっかり心
にとどめ、職員とともに、会の理念の基本「一人一人の
生命の尊厳と利用者の安全安心」を第一にしながら、時
代のニーズに適応した社会福祉の向上と社会貢献活動の
推進にも積極的に取り組んでまいります。

社会福祉法人みのり会　天本俊太理事長

みのり会の皆さんの笑顔と心優しさに出会い、一人ひと
りの思いが大事にされる喜び、分け隔てない暮らしの大
切さを実感しました。
これからも住みよいまちを一緒に作って行きたい。

十人町一の組自治会　八木一郎会長

 
第２回

社会福祉法人 みのり会

グループホーム友愛

本村寿実惠さん
 

 

　
み
の
り
会
は
、
明

治
39
年
９
月
、
初
代

理
事
長
天
本
愛
儀
が

私
財
を
投
じ
、
長
崎

市
十
人
町
に
長
崎
育

児
授
産
所
を
開
設
、

そ
の
後
、
社
会
福
祉

法
人
を
設
立
し
、
時

代
の
変
遷
と
福
祉

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
今

日
ま
で
、
百
十
一
年
に
亘
り
福
祉
事

業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。
現
在
、

県
下
２
市
１
町
（
長
崎
市
・
島
原
市
・

長
与
町
）
に
お
い
て
、
児
童
、
障
害
、

老
人
、
救
護
等
の
部
門
で
25
の
施
設

･
事
業
所
を
運
営
し
て
い
ま
す
。

　
基
本
理
念
「
す
べ
て
の
利
用
者
の

安
全
安
心
」
を
第
一
に
、
加
え
て
「
地

域
の
人
々
と
の
絆
を
育
み
社
会
貢
献

活
動
の
推
進
に
努
め
る
」
こ
と
を
大

き
な
柱
と
し
て
掲
げ
、
そ
の
実
現
に

努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

【
地
元
へ
の
恩
返
し
】

　
本
会
障
害
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
等

の
利
用
者
で
組
織
す
る
「
み
の
り
会

地
域
ふ
れ
あ
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

会
」
は
、
平
成
15
年
地
元
十
人
町
天

満
宮
秋
期
大
祭
で
、
福
祉
ホ
ー
ム
の

利
用
者
が
エ
イ
サ
ー
を
奉
納
し
喜
ば

れ
た
の
を
き
っ
か
け
に
、
幼
い
頃
お

世
話
に
な
っ
た
地
元
の
方
へ
の
恩
返

し
の
活
動
を
し
て
い
こ
う
と
、
平
成

16
年
４
月
に
立
ち
上
が
り
ま
し
た
。

　
当
時
は
、
地
域
か
ら
法
人
へ
地
区

行
事
へ
の
協
力
や
、
職
員
を
通
じ
て

利
用
者
の
参
加
は
あ
り
ま
し
た
が
、

利
用
者
の
意
志
に
よ
る
活
動
は
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
平
成
19

年
に
こ
の
地
区
の
住
民
の
方
々
の
高

齢
化
問
題
に
着
目
し
、「
高
齢
化
す

る
斜
面
地
で
僕
達
が
で
き
る
こ
と
」

と
題
し
研
修
会
を
開
催
。
そ
の
時
に
、

地
元
住
民
の
「
避
難
所
が
遠
い
」
等

災
害
へ
の
不
安
の
声
と
、
利
用
者
の

地
元
の
力
に
な
り
た
い
思
い
が
う
ま

く
噛
み
合
い
、
平
成
20
年
２
月
に
利

用
者
・
自
治
会
・
当
法
人
で
「
ま
ち

づ
く
り
実
行
委
員
会
」
を
結
成
し
ま

し
た
。
同
年
４
月
に
独
立
行
政
法
人

長
寿
・
子
育
て
・
障
害
者
基
金
の
助

成
を
受
け
「『
よ
っ
て
か
ん
ね
』
だ

れ
も
が
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
」
支

援
事
業
に
取
り
組
ん
だ
と
こ
ろ
、
平

成
21
年
第
13
回
防
災
ま
ち
づ
く
り
大

賞
消
防
科
学
総
合
セ
ン
タ
ー
理
事
長

賞
受
賞
を
始
め
、
数
々
の
表
彰
奨
励

を
受
け
、
利
用
者
と
地
元
の
絆
は
深

ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

【
地
元
の
一
住
民
と
し
て
】

　
こ
う
し
て
、
地
元
の
ニ
ー
ズ
に
応

え
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
は
、
信
頼

を
得
て
、
組
織
力
を
高
め
て
き
ま
し

た
。
今
日
で
は
、
地
元
の
一
住
民
と

し
て
自
治
会
活
動
に
参
加
、
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
員
の
役
を
任
さ
れ
、
自
主

的
に
近
隣
の
高
齢
・
障
害
者
宅
の
ゴ

ミ
捨
て
を
行
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た

活
動
が
安
否
確
認
に
も
繋
が
り
、
高

齢
者
の
支
援
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
ら
が
、
斜
面
地
に
暮
ら
す
高

齢
者
の
移
動
（
課
題
）
に
重
要
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
と
評
価
さ
れ
、
平

成
27
年
７
月
地
元
自
治
会
が
申
請
し

県
が
進
め
る
産
学
官
金
の
連
携
事
業

「
生
活
道
路
の
高
齢
者
移
動
支
援
機

器
設
置
事
業
」
へ
と
発
展
し
ま
し
た
。

【
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
事
業
へ
】

　
当
法
人
施
設
･
事
業
所
は
そ
れ
ぞ

れ
、
地
区
行
事
･
事
業
に
参
画
し
、

施
設
開
放
や
設
備
貸
出
し
等
、
地
域

協
力
を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
更
に
そ

の
活
動
の
推
進
を
図
る
た
め
に
、
地

域
貢
献
を
法
人
事
業
と
し
て
位
置
づ

け
役
割
を
強
固
に
し
、
各
地
区
で
、

地
元
役
員
の
皆
さ
ん
と
一
体
と
な
り

事
業
づ
く
り
、
魅
力
溢
れ
る
ま
ち
長

崎
を
目
指
し
運
営
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

 
 
 

社会福祉法人の地域貢献
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長崎介護実践研究所 金松敏信氏の講座と演習により

「仕事」「自分」を振り返り、参加者で共有しました

11/3、浜ん町商店街に Social Good Street が出現！ 

商店街の真ん中で、音楽や芸術を楽しみながら、福祉に 

ついて知ることができる、１日限りのブースが登場しました。 

寝そべって映画を観ながら介護用マットを体験

できる CINEMA、ドリンクを飲みながら実際に福

祉や介護業界で働く現場の声を聴くことができ

る BAR、ユニバーサルデザインの文房具を使っ

たアートワークショップや、シニアが感じる重力

や視力を体感できる KIDS、大人から子どもまで

楽しめるライブやショーSTAGE、フォトコンテスト

作品を見ることができるEXHIBITIONなどのブー

スで、1000人を超える方々に、楽しみながら福

祉や介護の世界に触れていただきました。

（参加者アンケートから抜粋） 

「寝っ転がって映画は初体験。こんな見せ方もあるんだ」 

「若いスタッフの皆さん、介護の仕事に就かれているからか、笑顔が良かった！」「実際

に介護職で働いてる方の声を聞くことで、イメージも変わっていくと感じた。写真もすごく

良かった！」「仕事をしている人に対しては、すごいなと感じる。福祉職の人の給与を上

げたほうが良いと思う」「雰囲気が良く、立ち寄り易かった。街に溶け込む形を取り入れ

たのは、良いアイデア」「こういうイベントがあると介護の質などいろいろわかりやすい」 

　「
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会
」
は
、

長
崎
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー
・
佐
世

保
福
祉
人
材
バ
ン
ク
か
ら
の
紹
介
で

福
祉
施
設
・
事
業
所
に
採
用
さ
れ
た

方
を
対
象
に
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
福
祉
・
介
護
の
仕
事
を
意
欲
的
に

続
け
る
コ
ツ
を
学
び
、
自
分
を
知
り

こ
れ
か
ら
の
仕
事
の
目
標
を
探
る
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
や
、
ス
ト
レ
ス
対
処

法
と
自
己
管
理
の
講
座
を
通
し
て
、

福
祉
・
介
護
職
の
や
り
が
い
や
達
成

感
、
辞
め
ら
れ
な
い
魅
力
を
再
確
認

し
ま
し
た
。

活
き
活
き
と
働
き
続
け
る
た
め
に

紹
介
職
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
会

11
月
14
日
長
崎
・
16
日
佐
世
保

福祉人材センター発
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特別養護老人ホームこえばる神之浦

施設長（右）と下村さん。

（社福）秀峯会は、今年度、外国人技

能実習生研修室センターを設置する。

「いつでも微笑みを」
特別養護老人ホーム 泉の里
撮影者：宮﨑多恵子さん

「夏祭り　見慣れぬ姿　つい笑顔」
施設名：特別養護老人ホーム 老福荘
撮影者：永田由紀美さん

「はじめまして」
特別養護老人ホーム 青山荘
撮影者：森望月さん

「私たちの仕事は３Ｋ（感謝・感激・感動）」
特別養護老人ホーム 橘の丘
撮影者：三宅基次さん

―「
最
後
の
誕
生
日
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
に
ち

ょ
っ
と
ド
キ
ッ
と
し
ま
し
た
。

下
村
さ
ん
（
以
下
、
S
）：
ご
夫
婦

で
入
所
さ
れ
て
い
た
ん
で
す
が
、
春

の
ご
主
人
の
誕
生
日
に
は
ご
本
人
が

寝
た
き
り
に
近
い
状
態
で
、
秋
に
よ

う
や
く
座
位
を
保
て
る
よ
う
に
な
っ

て
の
お
誕
生
会
だ
っ
た
ん
で
す
。
奥

様
が
「
お
祝
い
で
き
る
の
は
最
後
か

も
」
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
。

カ
メ
ラ
マ
ン
で
あ
る
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー

ダ
ー
が
「
手
を
繋
い
で
み
ま
し
ょ
う

か
」
と
声
を
か
け
る
と
、
お
二
人
と

も
照
れ
て
し
ま
っ
て
、
手
を
置
い
た

だ
け
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

―
そ
れ
で
こ
の
笑
顔
な
ん
で
す
ね
。

S
：
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
ん
で
す
。

ご
本
人
だ
け
で
は
ろ
う
そ
く
を
吹
き

消
せ
ず
、
じ
ゃ
あ
二
人
で
消
そ
う
、

そ
れ
で
も
消
せ
な
か
っ
た
瞬
間
の
、

「
消
せ
な
か
っ
た
ね
」
と
、
少
し
切

な
い
笑
顔
な
ん
で
す
。

―
「
言
葉
が
な
く
て
も
伝
わ
る
も
の
が
あ
る
」

と
は
、
そ
の
こ
と
だ
っ
た
ん
で
す
ね
。

S
：
こ
の
写
真
を
撮
っ
た
約
半
年
後

に
ご
主
人
が
、
奥
様
も
今
年
お
亡
く

な
り
に
な
り
ま
し
た
。
と
て
も
仲
の

良
い
ご
夫
婦
で
し
た
。
私
た
ち
は
看

取
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
が

慣
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

―
コ
ン
テ
ス
ト
の
テ
ー
マ
は
「
覗
い
て
ご
ら

ん
、
介
護
の
世
界
」
で
す
が
、
介
護
の
世
界

を
外
部
の
方
に
伝
え
て
い
く
た
め
ど
ん
な
取

り
組
み
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

S
：
若
い
世
代
に
介
護
の
魅
力
を
伝

え
る
た
め
、
小
・
中
学
生
に
授
業
の
一

環
と
し
て
職
場
体
験
を
し
て
も
ら
っ

て
い
ま
す
が
、
高
齢
者
と
接
す
る
こ

と
に
慣
れ
て
い
な
い
子
ど
も
が
多
い

こ
と
に
驚
き
ま
す
。
ま
た
、
専
門
学

校
を
通
し
て
、
介
護
技
術
を
学
ぶ
外

国
人
留
学
生
に
声
を
か
け
、
夏
祭
り

に
協
力
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。
介

護
の
仕
事
の
楽
し
さ
を
感
じ
る
き
っ

か
け
に
な
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

このほかの入賞・入選作品や県内展示会情報は、

県社協ホームページで見ることができます

第
４
回
長
崎
県
老
人
福
祉
施
設
協
議
会﹁
介
護
の
日
﹂フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト

受
賞
作
品
紹
介

毎
年
11
月
11
日
は
「
介
護
の
日
」。

介
護
の
現
場
を
ち
ょ
っ
ぴ
り
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
今
年
は
、「
覗
い

て
ご
ら
ん
、
介
護
の
世
界
」
を
テ
ー
マ
に
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

最
優
秀
賞
受
賞
施
設
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

︵
作
品
は
表
紙
に
掲
載
︶

社
会
福
祉
法
人
秀
峯
会

 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
こ
え
ば
る

 
 
 
 
 
 
 
 

下
村
佳
子
さ
ん

長
崎
県
社
会
福
祉
協
議
会
会
長
賞

長
崎
県
知
事
賞

審
査
委
員
長
賞

長
崎
新
聞
社
賞

福祉情報
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食事サービス

車椅子の整備

福祉車両の整備

就職・進学支度金の贈呈社会福祉法人

長崎県共同募金会

TEL 095－846－8682

FAX 095－846－8565

E-mail
kyobo@akaihane-nagasaki/or.jp

http://www.akaihane-nagasaki.or.jp/

問

　
毎
年
、
共
同
募
金
運
動
の
一
環
と

し
て
、
実
施
さ
れ
て
い
る
歳
末
た
す

け
あ
い
運
動
が
、「
つ
な
が
り
　
さ

さ
え
あ
う
　
み
ん
な
の
地
域
づ
く

り
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
12
月
1
日
よ

り
始
ま
り
ま
し
た
。

　
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
は
、
明
治

39
年
に
新
聞
社
が
紙
面
を
通
じ
て
同

情
金
を
募
っ
た
こ
と
が
始
ま
り
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
昭
和
初
期
に
は
方

面
事
業
助
成
会
が
主
催
す
る
歳
末
同

情
週
間
、
戦
後
は
社
協
が
行
う
歳
末

た
す
け
あ
い
運
動
と
し
て
実
施
さ
れ

て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
34
年
に
共
同

募
金
運
動
の
期
間
が
3
ヶ
月
に
拡
大

さ
れ
た
こ
と
か
ら
共
同
募
金
会
が
募

金
活
動
を
実
施
し
、
社
協
が
集
ま
っ

た
寄
付
金
の
助
成
を
受
け
て
、
支
援

を
必
要
と
さ
れ
る
方
々
に
対
す
る
見

舞
金
品
の
贈
呈
等
各
種
の
福
祉
事
業

を
行
う
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
N
H
K
歳
末
た
す
け
あ

い
、
長
崎
新
聞
社
歳
末
た
す
け
あ
い

も
こ
の
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動
の
一

環
と
し
て
長
崎
県
共
同
募
金
会
と
の

共
催
で
募
金
活
動
を
行
っ
て
い
ま

す
。

　
今
年
、
長
崎
県
内
の
歳
末
た
す
け

あ
い
募
金
の
目
標
額
は
5
千
万
円

で
、
主
な
募
金
の
使
途
は
、

①
社
協
が
行
う
支
援
を

必
要
と
さ
れ
る
方
々

へ
の
年
末
見
舞
金
品

の
贈
呈
事
業
や
年

末
・
年
始
の
食
事
サ

ー
ビ
ス
等
各
種
福
祉

サ
ー
ビ
ス
事
業

②
社
協
に
対
す
る
貸
出

用
福
祉
機
器
（
車
椅

子
等
）
の
整
備
事
業

③
児
童
養
護
施
設
等
に

対
す
る
就
職
・
進
学

支
度
金

④
障
が
い
者
施
設
の
福

祉
車
両
（
車
椅
子
仕

様
）
整
備
事
業

⑤
長
崎
県
肢
体
不
自
由

児
協
会
、
長
崎
県
籐

楓
協
会
等
社
会
福
祉

団
体
の
事
業
費

⑥
火
災
等
小
災
害
見
舞
金
、
地
震
や

台
風
等
大
規
模
災
害
発
生
時
の
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
支
援
す
る
た

め
の
準
備
金

⑦
運
動
推
進
費
等

と
し
て
助
成
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。

　
今
年
も
皆
様
方
の
温
か
い
ご
理
解

と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

歳末たすけあい運動 

つながり ささえあう 

みんなの地域づくり 

平成 29 年度 

12 月 1 日～25 日 目標額：5,000万円

共同募金
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「ソウェルクラブ」をご活用ください 

優秀な福祉・介護人材の確保・定着、心身のリフレッシュ、 

ストレスの解消など魅力ある職場づくりにぜひ、 

 長崎県事務局（県社協）095-846-8600

加入のメリット

充実した基本サービス  ここにあるのはほんの一部︕

●会員数 25 万人超（H29.3 末）のスケールメリットを最大限に活かし、法人単独では実現できないサービスを提供

●女性・男性、若い方・年配の方、ご家族でも利用いただけるサービス

●会員交流事業など、地域ニーズに合ったサービス

●職員の心身のリフレッシュ・ストレス解消

●福祉・介護の職場への就職には、「福利厚生の充実」が、賃金や

労働時間の次に重要な選考ポイント！

長崎県内会員交流事業  平成29年度事業の一例
みんなで飲もうよ！ビアガーデン（通常価格 4,000 円→ ）

…バイキング形式で食べ放題・50 種類以上飲み放題！子ども料金も設定し、ご家族で楽しんでいただきました

●オリジナル手帳、情報誌のお届け  ●資格取得記念品：5,000 円相当

●各種講習会：受講料・教材費無料  ●永年勤続記念品：5,000 円～50,000 円相当

●長期勤続者退職慰労記念品：20,000 円相当   ●弔慰金：会員死亡時 60 万円、配偶者死亡 10 万円

●お祝品（商品券）：結婚10,000円、出産10,000円、入学5,000円  ●
●こころとからだの電話健康相談：24 時間、365 日いつでも無料で相談可能（フリーダイヤル）

●生活習慣病予防健診費用助成：4,120 円

…毎年大人気のお得メニュー。ランチなしスパ三昧の「おこもりコース」もご用意。 

●掛 金 １人当たり毎年度

夏休み企画・東京 2 泊 3 日東京ディズニーランド＆シー（通常価格 73,000 円→ ）

…提携ホテル宿泊なので、パークまでの無料送迎バスは乗り継ぎの不安なしでラクラク移動♪
野球観戦ツアー ソフトバンクホークスＶＳ楽天イーグルス（通常価格 11,000 円→ ）

見所満載!!山陰 2 泊 3 日の旅（通常価格 75,000 円→ ）

…「神在月」の 10 月というベストシーズンに実施。出雲大社、足立美術館、鳥取砂丘など見所満載！

ハウステンボス スパ＆ランチ（通常価格 円→会員価格 ）

ソウェルクラブの仕組み（加入要件）
●契約対象者 社会福祉事業または介護保険事業を経営する者

●加入対象者 社会福祉事業等を経営する法人内の役職員全員（非常勤職員含む）

※非常勤職員は、１万円もしくは５千円（指定するサービスのみ利用可）の選択制

 ソウェルクラブ 検索  

問

健康生活用品（毎年）：3,000円相当

会員価格 1,500 円

１万円

会員価格 36,500 円

会員価格 3,000 円

会員価格 38,000 円

17,500 5,000 円

県社協 Topics & Information
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長崎県社協への寄付については

長崎県社協　寄付

寄付金控除については

（国税庁HP）

社会福祉法人 寄付金控除

問

県
社
協
は
、
長
崎
県
内
の
社
会
福

祉
の
充
実
発
展
に
ご
功
績
の
あ
っ
た

方
へ
の
表
彰
を
毎
年
行
っ
て
お
り
、

長
崎
県
共
同
募
金
会
会
長
表
彰
と
の

合
同
表
彰
式
を
11
月
７
日
に
開
催
し

ま
し
た
。

今
年
度
の
受
賞
者
は
、
一
七
九
名

三
団
体
。
社
会
福
祉
事
業
へ
の
協
力

者
の
代
表
と
し
て
登
壇
さ
れ
た
西
海

市
山
﨑
光
雄
さ
ん
（
90
）
は
、
西
海

市
社
協
に
個
人
で
軽
自
動
車
を
寄
贈

し
続
け
、

そ
の
数

は
こ
れ

ま
で
で

計
15
台

に
も
の

ぼ
り
ま

す
。式

典

後
の
、
創
成
館
高
等
学
校
理
事
長
・

校
長
の
奥
田
修
史
氏
に
よ
る
記
念
講

演
で
は
、
経
営
者
と
し
て
・
教
育
者

と
し
て
学
校
と
生
徒
に
か
け
る
思
い

を
聴
き
、
出
席
さ
れ
た
皆
様
に
そ
れ

ぞ
れ
の
組
織
や
人
を
活
か
す
こ
と
に

つ
い
て
考
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

～
み
な
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た

　
ご
寄
付
は
地
域
福
祉
の
振
興
に

　
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
～

■
時
津
町
職
員
組
合
　
様

■（
有
）田
中
介
護
保
険
事
業
所

　
　
　
　
　
　
　
田
中
　
康
則
　
様

県
社
協
で
は
、
事
業
に
賛
同
し
、

応
援
し
て
く
だ
さ
る
方
か
ら
の
寄
付

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

社
会
福
祉
法
人
へ
寄
付
を
行
う
こ

と
で
、
個
人
の
場
合
、
寄
付
金
控
除

が
受
け
ら
れ
、
会
社
の
場
合
、
損
益

算
入
額
と
同
額
の
損
金
参
入
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

県
社
協
　
総
務
課

📞
０
９
５

－

８
４
６

－

８
６
０
０

福
祉
へ
の
貢
献
を
表
彰

　
　
　
長
崎
県
社
協
会
長
表
彰
式

ご
寄
付
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

県社協 Topics & Information
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自動車共済 ＭＡＰ
（ 任 意 保 険 ）

●非営利の共済制度
●節約型のお得な掛金
●早くて親切な事故処理
●他保険会社等からの切替でも安心

共済制度のメリット

●ノンフリート等級（無事故割引等）、フリート
　優良割引などはそのまま引き継げます。

福祉車輛割引　3 ％
●消費税非課税措置の対象となる

福祉車両の契約の場合。

1

2

3

4障害者割引　10 ％
●ご本人（記名被共済者）、配偶者、

同居のご親族のどなたかが障害

者の認定を受けているご家庭の

契約の場合。

福祉施設割引　10 ％
●社会福祉施設が所有・使用する

自動車の契約の場合。

福祉施設職員割引　5 ％
●社会福祉施設

　に勤務する役

　員・従業員の

　契約の場合。

長 崎 県 火 災 共 済 協 同 組 合 長崎市桜町4－1 商工会館8Ｆ
TEL０９５－８２２－９６９５

貸付対象

対 象 校

貸付利子
償還期間
送金方法
相談窓口

貸 付 の 条 件
低所得者世帯

長崎県育英会や日本学生支援機構の奨学金制度の
対象校（高校、高専、専修学校、短大、大学）

お住まいの地区の民生委員や市町の社協
半期ごとの分割送金

無利子
１０年以内（据置期間６ヶ月以内）

＜短大＞ 6万円
＜大学＞

貸付上限月額
＜高校＞　　　　　 　3.5万円
＜高専・専修学校＞　6万円　※高等課程は3.5万円

6.5万円

資金使途：入学に際しかかる費用
貸付限度額：50万円

教育支援費

資金使途：就学期間中にかかる費用

就学支度費

ひとりごと

問

12月 1月 2月 3月

私立高校
一般入試

教育支援資金
借入

公立高校
入学者選抜

出願（随時）
合格発表
（随時）

借入相談
（初回）

私立高校分にて
借入申請

合格確認後
送金

公立高校合格後
不要となった資金を

県社協に返還

出願
（2/15～20）

合格発表
（3/15）

　
教
育
支
援
資
金
は
、
所
得
の
少
な

い
世
帯
に
対
し
、
高
校
や
大
学
、
短

大
、
専
門
学
校
等
に
進
学
す
る
際
に

必
要
な
経
費
や
学
費
を
貸
し
付
け
る

資
金
で
す
。

 

　
長
崎
県
育
英
会
ま
た
は
日
本
学
生

支
援
機
構
奨
学
金
（
給
付
型
、
第
一

種
）、
長
崎
県
母
子
父
子
寡
婦
福
祉

資
金
（
ひ
と
り
親
家
庭
）
を
借
り
る

こ
と
の
で
き
な
い
方
や
、
そ
れ
ら
の

資
金
で
は
学
費
が
不
足
す
る
方
等
が

申
し
込
み
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
私
立
と
公
立
の
併
願
の
場

合
は
、
私
立
の
受
験
票
ま
た
は
入
学

願
書
が
あ
れ
ば
、
申
し
込
め
ま
す
。

　
な
お
、
申
し
込
み
か
ら
送
金
ま
で

に
一
定
の
期
間
を
要
す
る
こ
と
か

ら
、
納
入
期
限
間
際
に
申
し
込
ま
れ

る
と
希
望
す
る
期
日
ま
で
に
送
金
で

き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
ご
相
談

は
お
早
め
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

県
社
協
　
生
活
福
祉
課

📞
０
９
５

－

８
４
６

－

８
６
３
９

次
年
度
、
高
校
等
へ
進
学
予
定
の

方
へ
教
育
支
援
資
金
の
ご
案
内

研修・イベント
■福祉･介護の就職合同面談会（冬） 12/9（土）
　会場　長崎：長崎県総合福祉センター

　　　　　福祉･介護職場への就職セミナー同日開催

　　　　佐世保：佐世保市労働福祉センター

　 問 　県社協 福祉人材研修センター

■ソーシャルワーク実践力強化研修
　佐世保　12/12（火）　アルカス SASEBO

　長　崎　12/21（木）　出島交流会館

　　問　　県社協 地域福祉課

県社協職員の
入局して８カ月が経ちました。沢山の書類を机

に広げて、頭の中も机の上もグチャグチャにし

ながら毎日働いています。いつまで経っても慣

れない仕事に泣きそうになりながら、それでも

頑張れているのは、弱音を吐ける環境を作って

くれている先輩方のおかげだとつ

くづく思います。

これからもみなさんに愛想をつか

されないよう頑張ります。

 （松本）

高校併願受験の場合の教育支援資金借入スケジュール

県社協 Topics & Information
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長崎県内の福祉施設で作
られた素敵な作品を紹介
します

お問い合わせは「ふれあいショップ」へどうぞ

📞095－846－8022

正解者の中から抽選で３名様に、

（社福）三彩の里の「菓子詰め合わせ」

をプレゼント。当選者の発表は商品

の発送をもって代えさせていただきます。

 ご記入の個人情報は適切に管理し、目的以外に使用しません。
本誌に対するご意見・ご感想・ご要望の一部は、「読者の
お便り」に掲載させていただく場合もあります。



土砂が流れ込んだ学校の体育館

発行日■平成29年12月１日

発行・編集■社会福祉法人　長崎県社会福祉協議会　〒852－8555 長崎市茂里町３番24号　TEL 095－846－8600　FAX 095－844－5948

ホームページアドレス■http://www.nagasaki-pref-shakyo.jp/　E-mail■nagasaki@nagasaki-pref-shakyo.jp　印刷■㈲出島印刷所
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ラスク

（ガーリック・シュガー）

ラスク

（ガーリック・シュガー）

今
夏
、
福
岡
県
か
ら
大
分
県
に
か

け
て
観
測
史
上
最
も
多
い
記
録
的
な

雨
量
を
観
測
し
た
九
州
北
部
豪
雨

は
、
土
砂
崩
れ
や
河
川
の
氾
濫
な
ど

に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま

し
た
。

被
災
地
に
設
置
さ
れ
た
災
害
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
以
下
、
「
災

害
Ｖ
Ｃ
」）
で
は
、
被
災
者
の
ニ
ー

ズ
を
把
握
し
、
支
援
を
必
要
と
す
る

人
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
結
び
付
け
、

被
災
者
の
生
活
復
旧
・
復
興
に
向
け
、

日
々
支
援
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

九
州
ブ
ロ
ッ
ク
の
社
協
間
応
援
協

定
に
よ
り
7
月
21
日
か
ら
9
月
29
日

の
間
、
長
崎
県
内
か
ら
延
べ
45
名
の

社
協
職
員
が
福
岡
県
朝
倉
市
、
東
峰

村
、
大
分
県
日
田
市
の
災
害
Ｖ
Ｃ
運

営
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

9
月
26
日
～
29
日
に
朝
倉
市
災
害

Ｖ
Ｃ
運
営
支
援
を
行
っ
た
、
長
与
町
社

協
岩
﨑
龍
馬
さ
ん
か
ら
の
報
告
で
す
。

災
害
Ｖ
Ｃ
で
は
受
付
に
配
属
。
受

付
の
際
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
来
ら

れ
た
方
々
の
年
齢
層
に
驚
い
た
。
日

本
各
地
よ
り
60
歳
を
超
え
た
夫
婦
、

高
校
生
、
老
若
男
女
問
わ
ず
皆
様
の

素
晴
ら
し
い
行
動
力
に
心
豊
か
に
な

っ
た
。
受
付
時
間
は
9
時
か
ら
10
時

ま
で
、
そ
の
後
は
新
規
で
来
ら
れ
た

方
の
デ
ー
タ
入
力
を
行
い
、
午
後
は

資
材
班
、
給
水
班
の
手
伝
い
に
入
っ

た
。2

日
目
、
朝
倉
市
社
協
の
方
の
現

場
調
査
に
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
。
元
々
の
風
景
が
想
像
で
き
な
い

位
の
状
況
で
、
ま
だ
ま
だ
重
機
も
入

れ
て
い
な
い
地
域
も
沢
山
あ
る
と
の

事
だ
っ
た
。

今
回
の
派
遣
で
学
ん
だ
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
仕
組
み
な
ど
を
、

万
が
一
に
備
え
し
っ
か
り
と
習
得
し

活
か
し
て
い
き
た
い
。

九
州
北
部
豪
雨
災
害

はがきにクイズの答えと①住所、氏名（ふり

がな）、年齢、電話番号、業種②本誌に対する

ご意見・ご感想・ご要望をご記入の上、下記

までご応募ください。

締切：平成30年１月19日(金)

〒852-8555　長崎市茂里町3-24

長崎県社会福祉協議会

「ながさきのふくしクイズ係」

応募
方法

宛先

http://tobokai.net/ 
大・中  250円 小  220円  

この季節、喉の乾燥を防ぐためにもマスクは必需

品。肌に優しいガーゼマスクは、洗って何度も使え

る優れもので、お子さんの給食当番マスクとしても

大活躍！いろんな柄があるので迷うのも楽しみです。 
立体マスク （社福）東望会 電脳工房 

角マスク（社福）大村市手をつなぐ育成会 

大きめ 300円

大村さくらの家  http://oomurashi-sakuranoie.jp/ 

小さめ 250円 

― ガー  ゼマ スク ― 


